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　想定される地震に対して，鉄道システムの安全性を向上さ
せるには，地震時の被害の有無やその規模を予測し，それに
応じた対策を施す必要がある。ただし，鉄道には，広域に路
線が敷設されており，検討対象範囲が広いこと，地震時に要
求される性能としては，構造安全性以外に走行安全性が求め
られることが特徴である。
　そこで，本研究では，路線全体の広域な鉄道システムの地
震時安全性に関するスクリーニングを目的とし，構造物の損
傷及び車両の走行安全性を統一的な指標で連続的に評価する
ための簡易な予測手法を提案した。具体的には，想定地震
の最大加速度PGA，最大速度PGV，構造物の降伏周期TS，
降伏震度khyより，構造物の被害程度を「被害推定ノモグラ
ム」より推定する。次に，「被害推定ノモグラム」から得られ
た応答塑性率μを用いて，構造物天端の最大加速度PSAと
振動卓越周期T'Sを算定し，「脱線危険度判定ノモグラム」に
プロットして，脱線判定を行う手法である。
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